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血渠分画製剤事業の現状
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血棄分画製剤のコスト構造

平成15年3月r血焚分画製剤の製造体制の在り方に関する検討会J資料より
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新薬は
期待薄

安全対策は
売上に直接
寄与しない
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.原料血渠購入費用が大きな
割合を占めるく原料血薬価格
-分画事業者のコスト削減努
力の及ばない部分I
一連産品であることによるコスト
分散の非効率性く国内需要に
合わせた生産専未利用画分
の発生I

.安全対策強化のためのコスト

.安定供給のための在庫コスト
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営菓利益
18.9%

研究開発費
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販売管理費
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製造原価
33.5%



血費分蘭製剤製造重程概略C例該

凍錯血菜
く融解.プールl

プール血渠
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離沈厳こクリオプレシビテ-ト
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血液凝固
第qlE囲子製剤

血液凝固
第DE因子製剤

トロンビン製剤

フイブリノゲン製剤

筋注用免疫
グロブリン製剤

静注用免疫
グロブリン製剤

アンチトロンビンIEE

製剤

ハプトグロビン製剤

アルブミン製剤



連産晶としての課題

製品ごとに需要に合わせて生産しなけれぱならないため
原料血渠受入量に対してr未利用部分Jが生じるo

未利用部分
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く平成16年 r第7回血焚分画製剤の製造体制の在り方に関する検討会J資料を参考にしたイメ-ジ図l


